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はしがき

勝質過酸化により生じる4-ヒドロキシアルケナ-ルのなかでも､n-3高度不飽和脂肪酸 (PUFA)

より生じる4-ヒドロキシへキセナ-ル (HHE)とn-6PUFAより生じる4-ヒドロキシノネナ-ル

(HNE)は共に強い肝臓毒性および変異原性を持ち､食品衛生上問題となる｡また､HHEとHNE

は反応性に富み､タンパク質の変性や栄養の低下を引き起こす｡そこで､市販の数種魚種筋肉およ

び魚肉加工食品のHHE､HNEおよびマロンアルデヒド (MA :脂質過酸化の指棲)含量を測定す

る｡さらに､ブリおよびマダイ筋肉を0､-20および,80oCに貯蔵した際､HHE､HNE､MAおよ

びn-3およびn-6PUFA含量の変動を明らかにした｡また､カルボニル修飾タンパク質 (CP)を測定

することにより､筋肉タンパク質のアルデヒドによる修飾の程度を明らかにした｡ついで､塩漬時

における上記の項目を測定し､α-トコフェロール (:脂質過酸化防止上最も重要などタミン)添

加による貯蔵時におけるHHEおよびCP産生の抑制､n-3PUFAの減少の抑制が可能かどうかについ

て検討した.さらに､水産食品加工上重要と考えられるスモーク食品を考慮し､煉液添加による脂

質過酸化の抑制についても検討した｡以上の結果を元に､HHEおよびHNEを生じない安全で栄養

価の低下しない魚肉および加工食品を供給するための貯蔵 ･加工条件を明らかにするした｡以上の

結果についてのとりまとめたものが､この報告書である｡
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